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１. はじめに
公園は地域における ｢公共財｣ の例としてしばしば入門経済学の教科書にも登場するが, 実
際に都市内に整備される過程は土地所有のあり方や都市計画プロセスによって大きく影響を受
けている｡ 結果として, 東京における武家屋敷及び庭園, ヨーロッパにおける王宮や貴族の庭
園等の例に見られるように私有財産として整備されたものが近代化・民主化のプロセスにおい
て政府に引き継がれて管理され, 都市の公園緑地の骨格を成している例も多い｡ また, 現代に
おいても多くの旧私邸, 庭園が地方公共団体に寄付・譲渡されて都市公園として管理されてい
る｡ これらの例からは, ｢公｣ と ｢私｣ の領域が互いに隣接し合い, 所有権の移転も頻繁に起
こる都市空間にあっては, 公園緑地のような ｢公共的な｣ 都市空間の供給も, 現実には民間の
住宅や環境に対する投資行動の影響を強く受けるものであることがわかる｡





が懸念されることも多かった｡ 近年は都市公園管理の費用の縮減が ｢民間 (企業) の活用によ
る管理の効率化｣ によって実現される例が増え, わが国においても    年代後半以降,    事
業, 指定管理者制度などが積極的に導入されている｡
民間事業者への委託などを通じて管理運営を任せることには, 一般に管理費用の削減等のメ




１) 都市における公園緑地の有する経済的価値については拙稿 (         ) を参照｡
２) 土地, 施設, 樹木等の植生・自然のほか, 管理に携わる職員, サービス内容, 公園利用者なども長
期的な公園の魅力や価値を高めるのに必要な資源ということができよう｡
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代背景と流れ, 既往研究を取り上げる｡ ４節から７節では, ニューヨーク市における民間管理
の進展を示す上での重要な概念となる ( ) コミュニティガーデンの成立と支援, ( ) コンサ







ニューヨーク市における主たる公園管理部局は公園レクリエーション局 (           ,                            ) である｡ 公園レクリエーション局の管轄する面積は,



















これらの団体を ｢パートナー｣ として組織的な協力体制を結び, 現在に至るまで市内各地の公
園の管理に共同で取り組んでいる｡


































要とする維持と管理については, しばしば都市の経済情勢との間で困難に直面した｡ 特に,    年～    年代の大恐慌期,     年代のベトナム戦争期の財政難及び不況期においては, 多
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用に公開されている｡ ｢緑地｣ には幅広く公有地や私有地が含まれるが, 一般に (１) 建築物が建て
られておらず, (２) 自然の植生が残されているか, 植物の栽培もしくは植物による修景が行われた
空間を指す｡ したがって一般の利用が制限されているものも多いが, 地域環境の維持には一定の役割
を果たしていると考えられている｡ 外国では制度も異なっているため対応する公園緑地の定義が困難
な場合もあるが, 本稿においては公園は        の訳語, 緑地は             の訳語とする｡
５)       (    ) は米国の各都市におけるコミュニティガーデン活動を調査し, その内容と性質か
ら第１期 (    年～    年), 第２期 (    年～    年), 第３期 (    年～現在) に分割している｡
また, コミュニティガーデン活動が特に活発化した時期を第１次及び第２次世界大戦期 (主として食
糧政策及び愛国心高揚運動として),     年前後の大恐慌期 (失業者対策として), および    年代～    年代 (コミュニティ改善に向けての市民活動として) であるとしている｡
                                           
デンの活動が活発化し, これらの活動を制度と資金の両面から支援するための組織グリーンサ
ム (          ) が生まれ,      の一部に位置づけられた｡ 米国におけるコミュニテ











る管理が行われ, 寄付や利用料 (イベント等のための施設の占用利用料を含む) 収入や,    
(                        ) 制度等を通じた周辺企業等からの受益者負担金を財源と









また,     年には     と                   (ニューヨーク市公園基金) が共









たものが多く含まれている｡ 本節では, その成立の経緯と現在に到る運営及び支援形態, 課題
を示す｡




る状態が続き, 住宅を板で囲う, 破損する, 放火するなどの方法による住宅放棄が相次ぎ, ニ
ューヨーク市内で約  万戸の住居が失われたが, 同時に高所得層の郊外への転出や  万戸に及
ぶ低所得者向け公営住宅の建設が進んだため, 市内の住宅ストック全体は一定の均衡を保って






低かったが, 地区 (      ) 別ではセントラルハーレム, イーストハーレム, イーストビレ
ッジなどの減少率は市内でも最高のグループに属していた (横田,     )｡
このような地域において, 放置された土地に数多くのゴミが不法投棄され, 衛生的に市の環




設立されたグリーンゲリラ (               ) であり, 本拠地となったリズ・クリステ
ィーガーデンにおいて多くのボランティアとともに荒れ果てた土地を造成し, 瓦礫やゴミを片
付けフェンスを張り, 寄付を募るようになった｡     年に土地を所有していた市の住宅保全開








































管理・運営はメンバーによって行うこと, ③最低でも週  時間 (主に週末) は一般に開放する
こと, ④開放されていない時間は鍵をかけ, メンバーがいる時にだけ開放すること, ⑤一定の
































ている｡ しかし, 新しく退職した人々が加わるなど, 高齢者から高齢者の世代交代が実現して














ーデンの開設から運営管理までの業務, ②遊休地・未開地・公園の緑化, ③福祉医療施設, 集
合住宅, 学校などの公共施設緑化, ④都市緑化に関する研究調査, 教育活動, 啓発活動, プロ




ク市 (特にマンハッタン) を代表する公園の多くは, その管理がコンサーバンシー (            , 保存機構)｣ 等と呼ばれる   によって行われている (非営利の株式会社の形をとっ
ているものもあるが運営の実態は類似している｡ これらの団体は, 市から毎年管理委託費を受











園であるブライアント・パークでは, コンサーバンシーと類似の非営利企業体である                        ９) による管理運営が行われている｡ ブライアント・パークは面積




見通しが悪く, 麻薬取引等の犯罪の温床となっていた｡ これに対し, 根本的な再整備と安全面
および快適さに優れた管理が必要とされたが, このために必要な資金を市の公園管理の一般財




用には到底届かないため, 周辺の建物の所有者から床面積１平方フット (    ㎡) あたり年
間   ドル (   ドル ㎡) を徴収する   の設立を提案した  )｡ これらの収入を原資に,
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８) セントラル・パーク・コンサーバンシーホームページ ｢   について｣ (          参照)                                                       
９) ブライアント・パークの再生を目的として    年代にロックフェラー兄弟によって設立された当初
は                                 という名称を使用していたが, 管理が恒常化した



















































｢    年に, 二つの理由から私たちの組織が設立されました｡ 第一には, ニューヨーク市
の何十年にも渡る公園関連予算の削減に対応することでした｡ 公園にはまだ多くの潜在的な
支援者がいるはずであると考え, 彼らを探し出し, 適切な公的支援を得るために立ち上がる






っていた   などの団体を     の ｢パートナー団体 (        )｣ として公的に位置づ
け, 管理の一部又は全部を任せ, また公園管理のための寄付を募る主体となることを要請した｡     のホームページによれば, 市域全体と５つの区 (ブロンクス, ブルックリン, マ
立教経済学研究 第  巻 第３号     年  
  )           とはマンハッタンの西側  目～  丁目, ８番街以西ハドソン川までにかけての地
域を指す俗称であり,     年代以降アイルランド系, プエルトリコ系を中心とする移民が集住し, ギ






























































  )      ホームページ ｢パートナー｣ (    年３月５日参照)                                                    
                                            
         ,                           ,                    など)
②全国的に自然環境やオープンスペースの保護・保全に取り組んでいる大規模な   やそ
の支部 (       ,                  ,                     ,                        など),
③ニューヨークにおける個別の問題に対応するために立ち上げられ, 全市域 (または複数の




や企業からの寄付や, 公園における営業収入 (イベント等での使用料, 売店やレストラン等営



















7‒1. 組織の概要                        (    ) は, 歌手のベット・ミドラーが創始者として    年に設立した   であり, ｢清潔で緑の多い近隣地域は生活の質に不可欠であり, ニュ
ーヨーク市のすべてのコミュニティには自然を楽しめるオアシスが必要だ｣ という信念のもと
に活動を行っている｡ 低所得地域における多くの公園に管理が行き届いていないことに心を痛
めたミドラーが設立し, ｢忘れられた場所のためのコンサーバンシー (                               ) ｣ とも呼ばれている｡
前節で述べてきたように, ニューヨーク市にはさまざまな地区を含む５区が存在し, それぞ
れに全く異なった経済状況や人口構成を有している｡ 高所得の住民の多いマンハッタンの中心
部 (ミッドタウン) やビジネスの集中する南端 (ウォール街など金融地区) は比較的経済力が
高く, 寄付を主たる財源として公園の管理運営を行うコンサーバンシー制度が    年代から根





状況の悪い地域に特に力を入れて活動を行っている｡    の活動は, 個人, コミュニティを拠点とする団体, さらには公的機関との協力の上
で, 資金や労力等の資源不足に苦しむニューヨーク市内の公園, コミュニティガーデンやその
他のオープンスペースを片付け, 修復し, (再) 整備を行うことを中心としている｡ 活動を始
めて  年目になる    年現在までに,     は事業を行った各地のサイトから   トン以上の












( ) コミュニティガーデンの土地所有権の取得と再整備    が活動を開始して５年目以降は, 地域や環境についての世論が高まり, 基金を集め










ムへの取り組みを始めた｡ このプログラムは, 一口の寄付額約  万ドル (制度開始の初期は  









どまる恐れがある｡ そこで,     では ｢ニューヨーク市全体が１つのコミュニティ｣ であ
ることを啓蒙する運動を展開してきた｡    の創始者がベット・ミドラーという, 有名で影響力を持ち, 熱心にこの運動に取り
組む人物であるということも, 人々に支援を依頼する上で大きな役割を果たしてきた｡ 設立か























きく人件費は計上されないが, 実際には清掃 (ゴミの搬出) や緑化材料, さらには損害保険料
などの費用が必要となり, また技術や対外交渉に関する様々な分野でサポートを必要とするた
め, 行政や, より大きな規模で活動を展開する   の助けが必要とされている｡
さらに, 市民をサポートする    (例：    ,                  ) や, 中規模以
上の公園の管理に自ら取り組むコンサーバンシーでは, 設備投資や土地の取得を含めた大掛か
りな資本投下を必要とするため, 企業や市民からの寄付をその主要な資金源としている｡ この
ような寄付行動は, 企業や個人の価値観とともに, 都市を取り巻く経済環境, さらには税制な
どによって大きな影響を受けると考えられる｡ 今回はこれらのケースにおいて財政と公園・オ
ープンスペース管理の間の関係を踏み込んで調査するに至らなかったうえ, 現地調査時期が    年９月の世界金融危機 (リーマンショック) の直前であり, 今般の金融危機の影響につい
ては検討の対象とすることができなかった｡ 今後, 他都市も含めた公園緑地の民間管理の事例
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